
値上げに踏み切れないジレンマ 

 中東情勢の悪化や円安による原価の高騰、

最低賃金の引き上げによる人件費の増大、

さらには金利の上昇など、あらゆるコスト

が上がり続けています。そうした中で、値

上げをしたい気持ちはあっても、値上げに

対する心理的ハードルで値上げに踏みきれ

ないジレンマが経営者の悩みでもあります。 

 値上げをすれば顧客が離れてしまい利益

が減るのではないかと恐れたまま利益の減

少を甘受するのでしょうか。それとも、適

切な利益確保のために値上げをして、事業

の継続を図る方向転換をするのでしょうか。 

変動損益計算書とは 

 変動損益計算書は、ふだん財務会計で作

っている損益計算書の原価と費用を、商品

仕入高や材料費など売上げの増減に伴って

変わる「変動費」と、人件費や地代家賃など

売上げに関係なく発生する「固定費」に分

けて作成したものです。 

これは、企業の経営者や経営幹部など内

部関係者へ経営活動によって上げた成果を

報告する「管理会計」のためのものです。 

 この変動損益計算書により、①「売上高」

から②「変動費」を差し引くことで、商品や

サービスを販売した際に直接得られる利益

である③「限界利益」（売った－買った＝儲

かった）が計算されます。そして、④「固定

費」が引かれて、⑤「経常利益」（儲けの残

り）が算出されます。⑤「経常利益」は、企

業の経営成績や財務状況を外部の利害関係

者（税務署や銀行、株主等）に示す「財務会

計」の数字と同じものとなります。 

変動損益計算書で値上げシミュレーション 

 昨今のコスト値上がりによる経営悪化は、

主に②「変動費」の値上がりです。④「固定

費」にも影響していますが、自社の値上げ

検討は①②③の数字でシミュレートします。 

 これまでの③「限界利益」を確保するた

めには、①「売上高」をいくらにしなければ

ならないでしょうか。現在のコスト上昇に

よる②「変動費」の数字とこれまでの③「限

界利益」から確保すべき①「売上高」が計算

されます。現在の販売価格と比較すること

で値上げすべき率は計算されます。 

 とはいえ、値上げで顧客が減るかもしれ

ません。予想される売上減少の率や、コス

ト見直しで削減できそうな②「変動費」の

引き下げなども加味した上で、シミュレー

トして値上げを決めていくことになります。 

 

 

 

 

 

 
2026 年 10 月 6 日(火) 

小栗キャップの News Letter 
税理士法人ＳＴＲ 代表社員・税理士 小栗 悟 

名古屋本部 〒450-0001 名古屋市中村区那古野 1-47-1 名古屋国際センタービル 17F 

      TEL：052-526-8858 FAX：052-526-8860 

岐阜本部  〒500-8833 岐阜県岐阜市神田町 6-11-1 協和第二ビル 3・4 階 

      TEL：058-264-8858 FAX：058-264-8708 

Email: info@str-tax.jp  http://www.str-tax.jp 

値上げのシミュレーションに 

変動損益計算書活用の勧め 

管理会計は経営のため

の自由な会計です。い

ろんな角度からシミュ

レートして事業継続を

図りましょう。 
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